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1
－
一
五

叫
平

蹄
躍
鯖
蘭
果
舎
景
観
譜
磐
観
戦
寵

剣
遵
総
務
襲
墳
∴
穆
繍
鰻
治

閻
躍
鱒
適
塾
韓
余
韻
籠

醒
葛
授
　
　
鈴
木
　
睦

十
月
十
九
日
（
水
）
、
今
年
度

第
一
園
の
薗
尾
剣
避
理
再
会
が
総

合
母
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
主
な

議
題
は
次
の
通
り
。

二
二
第
未
十
一
固
辞
蟻
鰭
欝
粟
余

（
剣
適
）
の
綾
省
）

①
会
場
鞭
常
に
つ
い
て
は
平
披

中
学
校
剣
道
部
鼠
が
、
尊
前
に

コ
ー
ト
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
く

れ
て
時
間
窺
鰯
に
な
っ
た
。

②
シ
ー
ド
権
に
つ
い
て
、
番
の

市
内
個
人
戦
の
ベ
ス
ト
間
を
前

民
大
会
に
シ
ー
ド
し
て
い
く
。

③
今
回
、
竹
刀
検
盤
常
襲
施
し

た
結
果
、
安
全
対
籍
と
し
て
有

効
で
あ
っ
た
。

≒
優
秀
団
体
表
彰
に
関
す
る
規

約
の
改
正
並
び
に
表
彰
規
定
に

つ
い
て
は
総
会
で
提
案
す
る
。

三
、
第
六
十
二
回
中
部
日
本
剣
道

大
会
に
つ
い
て

・
日
　
時

平
成
二
十
九
年
二
月
五
日
（
日
）

・
「
競
技
場
の
規
定
及
び
方
法
」
　
の

次
の
こ
点
壷
過
加
強
融
す
る
。

二
雷
ご
参
加
選
手
は
、
垂
れ
に
同

一
表
示
チ
ー
ム
名
の
入
っ
た
一

敬
称
の
名
札
を
つ
け
る
。
（
韓

に
よ
る
チ
ー
ム
名
の
取
り
付
け

は
認
め
な
い
。
）

襲
示
の
県
な
る
名
札
の
場
合
は

試
合
の
触
賜
を
認
め
な
い
。

（
㊤
）
年
輔
八
時
三
分
忠
⑭
劫

借
切
の
験
蛮
鮭
締
う
。

（
免
疫
・
刃
部
の
破
損
。
弦
・

中
綿
の
ゆ
る
み
籍
、
計
最
は

し
な
い
）

÷
欒
内
駅
南
二
一
六
チ
ー
ム
宛
で
。

（
赤
穂
市
に
も
発
送
す
る
。
）

e
感
謝
状
鰯
鞋
　
昨
年
よ
り
過
去

十
年
間
十
回
の
広
館
協
欝
肴
へ

闇
も
　
下
葉
願
の
帝
鮭

①
閻
三
弼
鰯
遜
鱗
灘
審
議
閻
余

十
一
月
十
九
円
へ
土
）
　
九
時
三
0

分
よ
り
西
尾
市
総
体
武
道
場

②
薗
三
剣
避
避
籠
稽
肯
麓
灘
馨

平
成
二
十
九
年
一
月
七
日
　
へ
土
）

～
八
日
（
日
）
徳
井
腺
へ
遜
麓

・
循
泊
先
　
芦
原
温
泉
　
清
風
駐

・
参
加
欝
一
八
、
五
〇
〇
円

・
市
剣
連
専
務
局
へ
害
i
器
ま
で

③
軍
都
岡
本
餉
遵
大
会
度
省
会

二
一
月
十
一
日
　
（
土
）
　
午
後
六
時

・
会
場
　
「
だ
る
ま
」

今
年
の
市
既
体
醇
大
会
も
、
小

学
生
二
年
以
下
の
緋
か
ら
一
般
の

部
ま
で
、
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

三
年
以
下
の
部
や
囲
年
生
の
部

に
は
、
初
め
て
試
合
に
臨
む
子
ど

も
た
ち
の
嚢
剣
な
試
合
が
見
ら
れ

た
。
六
年
生
の
試
合
で
は
、
巧
み

な
毅
、
素
早
い
織
が
繰
り
出
さ
れ

見
応
え
の
あ
る
試
合
が
多
く
見
ら

れ
た
。
し
か
し
、
技
塾
不
足
・
体

力
不
燵
桂
心
髄
さ
れ
る
試
合
も
態

に
付
い
た
。
「
一
級
を
合
格
さ
せ

て
卒
業
さ
せ
る
」
　
は
、
胎
尊
者
に

謙
せ
ら
れ
た
健
命
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。牛
後
か
ら
は
甲
南
生
と
一
般
の

試
合
が
続
い
た
。
例
年
の
こ
と
だ

が
、
高
校
生
の
参
加
者
が
、
中
学

生
の
参
加
者
と
比
べ
少
な
く
な
る

の
は
寂
し
い
。
市
外
の
高
校
へ
通

う
生
徒
も
多
い
の
で
仕
方
な
い
こ

と
か
も
し
れ
な
い
が
。
そ
ん
な
単

で
も
、
市
外
南
棟
に
通
う
剣
士
の

参
加
が
徐
々
に
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し
い
変
化
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
市
外
の
高
校
へ
通
う
剣
士
へ

の
呼
び
か
け
挫
工
夫
し
、
参
加
者

が
増
え
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が

硝
尾
の
剣
道
発
展
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
万
、

一
殻
の
剣
士
の
試
合
に
は
、
今
年

も
ま
た
十
チ
ー
ム
を
超
え
る
参
加

が
あ
っ
た
。
か
つ
て
自
分
が
一
般

選
手
と
し
て
参
加
し
て
い
た
頃
は

当
日
声
を
掛
け
合
っ
て
チ
ー
ム
を

合
い
内
容
も
立
派
で
小
中
高
生
の

よ
い
見
本
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け

多
く
の
観
戦
者
が
見
守
る
中
で
の

決
勝
戦
は
、
自
熟
し
た
展
開
と
な

り
、
見
応
え
の
あ
る
立
派
な
試
合

で
あ
っ
た
。

作
り
、
何
と
か
一
般
の
試
合
が
英
二
嬢
の
灘
　
繚
職
の
二
三
菩

現
し
た
。
近
年
は
そ
ん
な
心
髄
は
な
く
参

加
チ
ー
ム
が
集
ま
る
。
翻
遵
人
口

は
、
小
串
校
生
で
は
減
っ
て
い
る

が
、
社
会
へ
触
て
も
剣
道
を
続
け

て
い
る
剣
士
の
姿
密
見
る
に
つ
け

西
尾
剣
適
の
地
道
な
活
動
の
成
果

で
は
な
い
か
と
思
う
。

選
手
に
は
、
二
十
代
÷
二
十
代

の
剣
士
が
閏
立
っ
た
。
諾
々
し
い

気
合
い
の
こ
も
っ
た
試
合
は
、
試

鱗
蘭
勤
労
蕃
猿
轡

鑑
∵
芥

九
月
三
十
日
小
金
）
社
会
体
育

睡
眠

の
鱒
金
森
普
及
発
展
に
責
験
し
、

顕
著
な
功
績
を
残
し
て
い

る
団
体
・
個
人
を
た
た
え

る
、
平
成
二
十
八
年
度
塵

特
別
功
労
者
と
体
脊
功
労

者
、
優
秀
選
手
、
優
秀
選

チ
ー
ム
の
受
螢
静
が
発
表

さ
れ
た
。
西
尾
帯
剣
適
連
盟
と
し

て
は
、
理
曹
長
鈴
木
　
鰹

理
常
長
が
嚢
彰
さ
れ
た
。

醐
功
績
的

昭
和
五
十
一
年
か
ら
三
十
八
年

間
、
市
内
の
小
中
学
校
の
教
諭
、

教
頭
、
校
長
を
歴
任
し
、
剣
道
部

の
顧
問
と
し
て
少
年
の
剣
道
締
導

に
尽
力
。
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
閻
魔
市

剣
道
連
盟
の
醒
尊
長
に
就
任
し
、

市
や
市
教
委
、
市
体
育
協
会
圭
催

中
部
日
本
剣
道
大
会
を
企
輔
∵
遵

常
す
る
と
と
も
に
、
率
先
し
て
幼

少
隼
や
一
般
会
員
を
指
導
し
、
剣

道
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。



《市民体育大会　小串筒生の参加者数》 
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25年 �54 �67 �29 �66 �31 �62 �22 �44 �24 �39 �42 �25 �25 

26年 �30 �78 �27 �56 �30 �66 �31 �43 �25 �41 �17 �30 �22 

27年 �34 �62 �30 �72 �24 �56 �29 �－50 �33 �415 �盆5 �29 �21 
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9．00　田本武道館

㊤：00　西尾中央体

9：00　岡崎申総体

1幼00　安城会

船00∴日本ガイシ3

1鵬0　安城会

9：00　枇杷鴎SC

魅了の⑮　蘭腿総会

㊤：00　枇杷鴇SC

e：00　薄田非総体

紗：00　知抜福祉体

無のの　西尾総鮪

の細の　一組隙＆億

劫00　満都体C

lO：00　撥楯SC

13：00　豊田武道館

1鵬0　安城俸

弼：銅I艶聞武邁館

10：00　千種SC

且7細㊥　閻感総鱗

11月の行蕃予窟
11／　3（木）第64回全日本剣道選芋耀大会

11／　5（土）蘭体適新人戦薗三河予選（団体）

11／　6（田）西三河剣道形繊留。審盗会（初一三段）

聴三河剣適月例稽古会

Il／　8（火）愛知県女子部稽古会

11／10（木）薗三河剣避高齢者稽古会

11／12（土）剣道七段審査会

幼少隼剣讃人間観邁

11／13（日）剣道六段欝盛会

第35回金日本女子学生剣道優勝大会

11／19（土）西三河剣道実技審蛮会（初一三段）

薗三駒‘飽適職導蕃擬欝諜

1乱／20（日）第g圃睡魔前静観抱囲剣遵大会

11／23（木）剣道四〇五段審蛮会

高体連新人戦県大会（個人）

醇三河剣道中学生選抜稽古会

11／24（木）西三河剣道高齢者穂首会

乱1／25（金）西三河女子部剣道諮習会

11／26（土）高体連新人戦県大会

幼少緯剣適入間緻邁
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《閻魔剣適用例穂首塗物∴∴∴∴且9：00　　　　薗尾総体

m／5（青年部）11／12　11／19　11／26（土）

木村武道具店へ

㊥専務局より
e緻審査締め切り目　12月4日（陣）

（
市
躍
体
醇
大
会
剣
道
大
会
）

①
甥
六
十
二
回

閻
魔
稀
薄
罷
俺
寵
大
会
小
錦
遭
）

（
平
坂
中
　
　
十
月
二
日
）

∇
小
讐
三
年
以
下

▽
再
挙
一
律
親
子

①
山
田
輝
秋
霜
）
②
川
村
幹
雄
（
鶴
）

二
殻
の
離
　
鰻
勝

蝶
剣
会
永
富
チ
ー
ム

①
寺
籠
亮
太
（
尚
）

③
紳
谷
怜
歌
へ
儀
）

▽
小
輩
閏
年
擬
革

①
伊
藤
鰹
介
（
尚
）

③
石
川
煙
蛾
へ
中
）

▽
小
学
閏
年
鼻
音

①
加
藤
輿
楠
（
失
）

③
山
内
朋
子
（
北
）

▽
小
学
遼
寧
男
子

①
離
籍
天
斗
（
矢
）

③
鈴
木
遷
生
（
尚
）

▽
小
葉
五
館
女
子

①
田
代
蕃
薬
（
矢
）

③
新
賞
　
心
（
中
）

▽
小
葉
六
年
男
葺

①
河
原
瑠
軽
（
平
）

②
軸
木
番
乃
（
矢
）

専
用
種
太
郎
（
野
）

②
石
川
巧
襲
（
蹄
）

壇
上
悠
輿
へ
北
）

②
飽
田
朱
里
（
光
）

稲
垣
璃
紗
（
申
〉

②
本
間
月
人
（
繭
）

稲
垣
鰻
襲
（
三
）

②
志
額
菜
優
（
矢
）

後
藤
　
薗
（
尚
）

②
寓
永
大
地
（
寺
）

③
村
松
　
晃
へ
南
）
池
ケ
谷
鑑
斗
（
八
）

▽
小
葉
六
年
女
子

①
加
藤
藁
鯨
侯
）
②
鈴
木
さ
く
ら
詑

⑧
永
井
咲
糠
（
確
）
　
驚
原
安
濃
（
矢
）

③
中
村
裕
太
（
鶴
）

▽
中
野
一
箪
瑛
子

①
賛
美
有
審
（
東
）

③
最
同
憂
菜
（
繭
）

▽
二
時
等
隼
男
子

①
岡
田
大
翔
（
福
）

③
安
田
千
優
（
福
）

▽
申
学
二
軍
女
子

①
中
村
朱
豊
へ
平
）

③
寮
坂
結
衣
（
平
）

▽
繭
綬
期
子

①
解
塵
康
平
（
西
）

③
筒
井
裕
亮
（
東
）

近
藤
裏
斗
（
鶴
）

②
木
村
千
鶴
（
東
）

外
山
菜
友
塑
（
蘭
）

②
山
田
孝
硫
（
福
）

紳
谷
喜
翔
（
西
）

②
長
田
蛛
裕
（
成
）

中
根
緩
額
（
平
）

②
塩
谷
重
富
（
東
）

甲
斐
大
境
　
（
西
）

㊥
理
韓
長
よ
り

・
十
月
二
田
の
市
民
体
育
大
会
則

道
大
会
に
多
数
の
会
員
の
方
々
が

審
判
馨
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
お

お
陰
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
会
を
勧

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

¢
左
記
の
行
尊
予
定
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
十
九
日
に
薗
三
河
飽
適

臓
欝
静
灘
溜
窓
が
開
か
れ
ま
す
。

薬
轡
は
閻
魔
掃
総
合
鱗
裔
鱒
で
す
。

「
剣
道
の
ま
ち
西
尾
」
で
開
か
れ

る
だ
け
に
、
一
人
で
も
多
く
の
会

鼠
の
方
に
参
加
し
て
い
い
た
だ
さ

と
思
い
ま
す
。

会
嵐
の
み
な
さ
ん
に
は
邁
ね
重

ね
の
お
願
い
で
す
が
、
カ
レ
ン
ダ

ー
に
「
縞
尊
者
諮
習
会
」
　
と
ご
詫

人
の
上
、
ぜ
ひ
ご
班
庸
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

隠
田
壇

∇
輸
擬
政
子

①
松
田
香
薬
子
（
聾
②
前
滞
京
伽
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澤
偉
普
請
）

㊥
「
艦
∴
団
体
灘

の
頼
剣
祭
永
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恭
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薬
敬
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柳
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の
港
捜
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鈴
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高
額
隼
人

村
田
忠
僕
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魔
諦
鱒
遇
遵
鞄
騎
隼
灘

藤
嶋
　
霹
　
　
寄
木
康
清

福
間
隆
二

㊥
転
載
避
掲

小
轟
雅
墳
　
裔
山
簡
太


